
令和 4年（ワ）第 24 5 0 2号 名誉毀損事件

原告 世界平和統一家庭連合

被告 讀賣テレビ放送株式会社 外 1名

5 意見陳述書

東京地方裁判所民事第 18部合 2C係 御中

令和 5年 (20 2 3年） 2月 13日
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1 はじめに

私は、平成 2年 (19 9 0年、以下本意見書では西暦で記載します。）

15 に弁護士登録をした弁護士です。消費者被害の救済が弁護士としての職

分と考え、登録直後から、統一教会（現「世界平和統一家庭連合」、本意

見書では「統一教会」といいます。）の被害だけでなく、様々な消費者問

題に取り組んでいます。現在の公職としては、 20 2 0年から日本弁護

士連合会（以下「日弁連」といいます。）消費者問題対策委員会の筆頭副

20 委員長に就任し (1期 2年で現在 2期目）、弁護団活動としては、全国安

愚楽牧場被害対策弁護団、ケフィアグループ被害対策弁護団の団長をつ

とめ、スルガ銀行不正融資被害弁護団の副団長などもつとめています。

全国霊感商法対策弁護士連絡会（以下「全国弁連」といいます。）にも

登録直後から所属し、昨年、全国 47都道府県に所在する弁護士で結成

25 された全国統一教会被害対策弁護団（団長は元日弁連会長の村越進弁護

士）の副団長もつとめています。
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2 なぜ長年、統一教会問題に取り組むことになったのか

被害者から次々と聞く被害の実情や統一教会の活動実態があまりにも

不正義、理不尽であるからです。私は、当然、法律家として「信教の自由」

の大切さは理解しているつもりですが、統一教会問題に取り組むように

5 なってすぐに感じたのは、これほどひどい悪徳な商法が平成時代にまだ

残っているのか、という衝撃でした。 19 8 0年代を放置した先人の責

任を強く感じました。この問題を先送りせず、私たちの代で解決し、そし

て後世、子どもたちの世代に禍根を残さないというつもりで長年努力し

てきました。私が法廷における弁護活動だけではなく、テレビ・ラジオに

10 出演したり、論文を書き、著作を出版するような活動を続けているのは、

社会を構成する一人一人に対して、被害の実態を知っていただき、救済

への支援や問題の解決に、心を傾けてほしいと願っているからです。

しかしながら、私の努力不足もありますが、我々社会は令和の時代に

なるまでこの問題を放置し、この間に育った子どもたち、信仰二世の被

15 害がひきおこされたことには性泥たる思いを禁じ得ません。この問題を

放置した責任は我々社会を構成する一人一人、立法行政司法の国家機関、

そしてそれだけでなく、組織としての統一教会、そしてその組織を担う

信仰一世にも大きな責任があります。

3 統一教会の活動の違法性

20 統一教会は、霊感商法による違法な資金集めや伝道目的を隠して行う

詐欺的伝道や合同結婚式問題など、さまざまな社会問題をおこしてきま

した。多数の訴訟を通じ、資金獲得活動、伝道活動という宗教法人として

の活動の「人」「金」の根幹部分に加え、合同結婚式勧誘活動という宗教

活動の根幹部分についてまで、最高裁判所で違法性を認められた前例の
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ない稀有な宗教法人です 1。このような宗教法人は諸外国において例があ

りません。しかも統一教会は最高裁判所判決が出された後もその体質を

改めません。統一教会の被害は続いておりその遵法意識の著しい欠如か

らは、もはや違法集団と呼んでよい法人です。

5 統ー教会は、 20 0 9年以降、民事訴訟は減少するなど着実に効果を

上げています、と言いますが、裁判は氷山の一角であり、そもそも現在ま

で訴訟が続いていること自体が抜本的に自ら生み出した過去の被害に誠

実に向き合おうとしない結果です。被害者が声をあげなければ、黙認・黙

殺するという態度は、とても宗教法人という公益法人のあるべき態度で

10 はありません。

全国弁連は 19 8 7年 5月に結成され、以来、被害者の相談窓口を設

置していますが、 20 2 1年までの 35年間の相談件数は約 3万40 0 

0件、被害総額は 12 0 0億円を超えています2。もちろんこれは相談だ

けの数字ですので被害暗数はその数十倍にものぼる可能性があり実際の

15 被害は優に 1兆円を超える規模と推定されます。我が国史上最大の消費

者被害である安愚楽牧場事件の被害者数は約 7万 30 0 0人、 42 0 0 

億円をはるかにしのぐ被害と言えます。被害者の周りには家族や親族が

います。家族被害も含めれば、統一教会が生み出した被害者の数は優に

数百万人に及ぶのではないかと推定されます。被害はきわめて甚大です。

20 4 本件訴訟の進行等について

私の立場は、様々なところで明らかにしているところですが、統一教

会が自らの活動の問題点について非を認めて謝罪して反省し自ら生み出

した過去の被害の解決も含め真に問題を解決して出直すということであ

1 添付「世界平和統一家庭連合（略称：家庭連合） （旧統一教会）の責任を認めた

判決の概要」 (20 2 2年 7月 11日時点）ー全国弁連調べ

2 添付「霊感商法 窓口別被害集計」 (19 8 7年～ 20 2 1年）ー全国弁連調べ
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れば、一般の宗教団体と同じように普通に活動すればよいという立場で

す。その意味で近く全国統一教会被害対策弁護団から被害請求すること

になる一括交渉請求通知に関し、統一教会が交渉のテーブルにつき誠実

に解決する姿勢を見せることこそが重要だろうと思っています。子ども

5 たちや高齢被害者もいますので早期迅速な解決が必要です。

統一教会は、今、政府、国会、メディア等で指摘されている高額献金

等の被害、家族秩序の破壊などの問題に関しては事実無根を理由として

訴訟を提起せず、言わば傍系ともいえる本件訴訟を提起してきました。

これらの問題は事実として認めるという趣旨であることが歴然です。真

10 に反省するというなら、いたずらに訴訟を提起するよりも、その努力は

高額献金等の金銭被害や家族秩序の破壊などの問題に誠実に取り組む姿

勢を示すことこそが大切ではないでしょうか。

統一教会の法人登記を見れば、その目的に「信者を教化育成する為の

財務及び業務並びに事業を行う」とあります。統一教会が正しく 「信者

15 を教化育成」をしてくれさえすれば、本来、この 30年以上にわたる問

題はなかったと言えます。問題解決のためにも、統一教会は協力する姿

勢を見せるべきです。対立をいたずらにあおる本件のような言いがかり

訴訟はすぐに取り下げるべきです。統一教会が真に反省して出直し誠実

に話し合いをするテーブルを設定するのであれば、おのずから対立も解

20 消し問題解決に向かうのではないかと考えられます。

前向きな提案や交渉もせず、すぐに訴訟を提起した本件裁判には、そ

の背景事情として、おのずから隠れたる本質、私のみならずメディアへ

の言論封殺や萎縮の目的があったことが垣間見えることとなるでしょう。

裁判所には、本件の背景事情が以上のようなものであることを前提と

25 し、統一教会の被害者を第一義的に配慮救済する立場からの訴訟進行を

強く望みます。 以
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霊感商法窓口別被害集計 (i987年～2021年）
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世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
略
称
蒙
庭
連
合
）
（
旧
統
一
教
会
）
の

責

任

を

認

め

た

判

決

の

概

要

（

二

0
二
ニ
年
七
月
二
日
時
点
）

1
．
福
岡
地
方
裁
判
所
平
成
六
年
五
月
二
七
日
判
決
（
判
例
時
報
一
五
二
六
号
一
ー
ニ
頁
、
判
例
ク
イ
ム
ズ
八
八
0
号
二
四
七
頁
）
、
福
岡

高
等
裁
判
所
平
成
八
年
二
月
一
九
日
判
決
、
最
高
裁
判
所
平
成
九
年
九
月
一
八
日
判
決

（
献
金
勧
誘
行
為
の
違
法
性
）

二
人
の
未
亡
人
に
対
す
る
献
金
勧
誘
行
為
が
不
法
行
為
で
あ
り
、

三
七
六
0
万
円
を
認
容
。

2

．
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
九
年
一
0
月
二
四
日
判
決
（
判
例
時
報
一
六
三
八
号
•
1
0七
頁
）
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
一
0
年
九

月
二
二
日
判
決
（
判
例
時
報
一
七
0
四
号
七
七
頁
）
、
最
高
裁
判
所
平
成
―
一
年
三
月
―
一
日
判
決

（
献
金
勧
誘
行
為
の
違
法
性
）

婦
人
に
対
す
る
献
金
等
勧
誘
行
為
が
不
法
行
為
で
あ
り
、
統
一
協
会
に
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
た
。
二
五
四
0
万
円
を
認

容。3
．
奈
良
地
方
裁
判
所
平
成
九
年
四
月
一
六
日
判
決
（
判
例
時
報
一
六
四
八
号
一
〇
八
頁
）
、
大
阪
高
等
裁
判
所
平
成
―
一
年
六
月

二
九
日
判
決
（
判
例
ク
イ
ム
ズ
一

0
二
九
号
二
五
0
頁
）
、
最
高
裁
判
所
平
成
―
二
年
一
月
ニ
―
日
決
定

.

.

.

.

.

.
9
i

ぶ
"9,

．,......"i.
＂＂'-..•• 
g
ざ町・ベ．＂匂訴
"r名
：

．．．．．． 
ぃ．．．．．
．．．
 

．`．．．＂只
．．
 
，．．．．．，唸さ・・・

統
一
協
会
に
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
た
。
計

（
献
金
勧
誘
行
為
の
違
法
性
）

二
人
の
婦
人
に
対
す
る
献
金
等
勧
誘
行
為
が
不
法
行
為
で
あ
り
、
統
一
協
会
に
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
た
。
計
八
二

0
万

円
を
認
容
。
（
奈
良
地
裁
は
、
統
一
．
協
会
の
組
織
化
さ
れ
た
献
金
勧
誘
シ
ス
テ
ム
自
体
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
）

4
，
高
松
地
方
裁
判
所
平
成
八
年
―
二
月
三
日
判
決

（
献
金
勧
誘
行
為
の
違
法
性
）

前
三
件
同
様
の
事
例
で
高
齢
の
末
亡
人
に
対
す
る
統
一
協
会
の
使
用
者
責
任
を
認
め
た
。

七
一
五
万
円
を
認
容
。
高
松
高
裁
で
被
害
が
回
復
さ
れ
る
形
で
の
和
解
成
立
。

5
．
仙
台
地
方
裁
判
所
平
成
―
一
年
三
月
二
三
日
判
決
、
仙
台
高
等
裁
判
所
平
成
一
三
年
一
月
一
六
日
判
決
、

平
成
一
三
年
六
月
八
日
決
定

（
献
金
勧
誘
及
び
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

三
人
の
婦
人
に
対
す
る
献
金
や
人
参
濃
縮
液
の
販
売
行
為
が
信
者
に
よ
る
不
法
行
為
で
あ
り
、
統
一
協
会
に
使
用
者
責
任
が

あ
る
と
し
た
。
計
八
―
二
万
八
0
0
0円
を
認
容
。

最
高
裁
判
所

6
．
福
岡
地
方
裁
判
所
平
成
―
一
年
―
二
月
一
六
日
判
決
（
刑
例
時
報
一
七
一
七
号
―
二
八
頁
）
、
福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
一
三
年

三
月
二
九
日
判
決
、
最
高
裁
判
所
平
成
一
三
年
一

0
月
一
六
日
決
定

（
い
わ
ゆ
る
霊
感
商
法
の
手
口
に
よ
る
物
品
販
売
行
為
な
ど
の
違
法
性
）

二
人
の
婦
人
に
印
鑑
・
大
理
石
壺
・
多
宝
塔
・
釈
迦
塔
・
人
参
濃
縮
液
を
売
り
つ
け
た
行
為
が
信
者
に
よ
る
不
法
行
為
で
あ
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り
、
統
一
協
会
及
び
株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
た
。
提
訴
前
の
交
渉
で
被
害
未
回
復
で
あ
っ

た
計
五
九
0
万
円
を
認
容
。

7
．
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
―
二
年
四
月
二
四
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
ご
一
年
一

0
月
三

0
日
判
決
、
．
最
高
裁
判

所
平
成
一
四
年
一

0
月
二
五
日
決
定

（
い
わ
ゆ
る
霊
感
商
法
の
手
口
に
よ
る
販
売
行
為
の
違
法
性
）

在
京
の
未
亡
人
に
、
多
宝
塔
・
人
参
液
・
釈
迦
塔
（
合
計
九
0
0
0
万
円
余
）
を
売
り
つ
け
た
行
為
が
信
者
に
よ
る
不
法
行
為

で
あ
る
と
し
て
、
統
一
協
会
に
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
た
。
被
害
実
額
に
約
七

0
％
の
遅
延
損
害
金
が
付
加
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。

8
．
広
島
高
等
裁
判
所
岡
山
支
部
平
成
ご
一
年
九
月
一
四
日
判
決
（
判
例
時
報
一
七
五
五
号
九
三
頁
）
、

二
月
九
日
決
定

（
伝
道
の
手
口
と
献
金
勧
誘
の
手
口
の
違
法
性
）

元
信
者
が
ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー
を
通
し
た
統
一
協
会
の
詐
欺
的
入
信
勧
誘
と
献
金
の
説
得
に
つ
い
て
組
織
的
不
法
行
為
が
認
め

ら
れ
る
と
し
て
、
献
金
七

0
万
円
と
修
練
会
参
加
費
相
当
額
の
損
害
及
び
一

0
0万
円
の
慰
謝
料
を
命
じ
た
。
元
信
者
の
請
求

を
棄
却
し
た
岡
山
地
裁
判
決
を
、
広
島
高
裁
岡
山
支
部
が
破
棄
し
た
逆
転
判
決
。

9
．
甲
府
地
方
裁
判
所
平
成
一
三
年
六
月
二
二
日
判
決

（
借
入
さ
せ
て
い
た
資
金
を
交
付
さ
せ
る
手
口
の
違
法
性
）

12
．
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
一
四
年
八
月
ニ
―
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
一
五
年
八
月
二
八
日
判
決
、

平
成
一
六
年
二
月
二
六
日
決
定

（
伝
道
の
手
口
、
合
同
結
婚
式
勧
誘
の
違
法
性
）

最
高
裁
判
所

統
一
協
会
信
者
が
婦
人
に
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
を
貸
す
よ
う
頼
み
込
ん
で
返
さ
な
い
行
為
が
不
法
行
為
だ
と
し
て
、

五
0
0
0万
円
の
支
払
い
を
統
一
協
会
に
命
令
。
高
裁
で
原
判
決
に
即
し
た
和
解
が
成
立
。

10
．
札
幌
地
方
裁
判
所
平
成
一
三
年
六
月
二
九
日
判
決
（
判
例
ク
イ
ム
ズ
―
―
ニ
一
号
二
0
二
頁
）
、
札
幌
高
等
裁
判
所
平
成
一
五

年
三
月
一
四
日
判
決
、
最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
一

0
月一

0
日
決
定

（
伝
道
の
手
口
の
違
法
性
）

統
一
協
会
元
信
者
二

0
名
に
対
す
る
教
団
組
織
の
勧
誘
・
教
化
行
為
は
、
組
織
的
・
欺
睛
的
・
強
迫
的
で
あ
っ
て
勧
誘
さ
れ

る
側
の
信
仰
の
自
由
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
違
法
な
も
の
と
し
た
。
合
計
二

0
0
0万
円
余
を
認
容
し
た
。
詳
細
な
事
実

認
定
に
基
づ
い
て
判
断
を
下
し
た
決
定
版
的
な
判
決
。
最
高
裁
決
定
で
確
定
。

11．
大
阪
地
方
裁
判
所
平
成
一
三
年
―
一
月
三

0
日
判
決
（
判
例
ク
イ
ム
ズ
ニ
―
六
号
一
八
0
頁）

（
献
金
勧
誘
、
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

関
西
地
方
の
主
婦
ら
一

0
名
の
献
金
や
人
参
液
、
印
鑑
等
の
多
稲
類
の
金
銭
被
害
の
訴
え
に
つ
い
て
、
そ
の
多
く
に
つ
い
て

信
者
の
行
為
に
違
法
性
が
あ
る
と
し
て
統
一
協
会
の
責
任
を
認
め
、
合
計
一
億
五
八

0
0
万
円
余
の
支
払
を
命
じ
た
。
平
成

一
四
年
七
月
、
大
阪
高
裁
で
一
億
九
八

0
0万
円
を
支
払
う
内
容
の
和
解
が
成
立
。

最
高
裁
判
所
平
成
一
三
年
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元
信
者
一
1

一
名
が
原
告
。
ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に
し
た
入
教
勧
誘
及
び
そ
の
後
の
詐
欺
・
強
迫
的
教
え
込
み
の
手
口
と
、

そ
の
後
合
同
結
婚
式
に
参
加
さ
せ
て
相
手
と
結
婚
さ
せ
た
こ
と
な
ど
の
違
法
性
を
認
め
、
統
一
協
会
の
使
用
者
責
任
を
認
め
て

慰
謝
料
な
ど
と
し
て
合
計
九
二

0
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
最
高
裁
決
定
で
確
定
。

13．
京
都
地
方
裁
判
所
平
成
一
四
年
一

0
月
二
五
日
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
二
六
号
一
八
六
頁
）

（
献
金
勧
誘
、
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

主
婦
ら
一
五
名
（
そ
の
多
く
が
元
信
者
）
の
献
金
や
物
品
代
金
名
下
の
多
項
目
の
被
害
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
請
求
の
ほ

と
ん
ど
を
認
め
、
統
一
協
会
に
合
計
五
三
七
三
万
円
余
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
大
阪
高
等
裁
判
所
で
平
成
一
六
年
三
月
五
日
、

六
0
0
0万
円
の
分
割
払
い
で
和
解
成
立
。

14．
①
新
潟
地
方
裁
判
所
平
成
一
四
年

jr0月
二
八
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
一
六
年
五
月
一
三
日
判
決
、
最
高
裁
判

所
平
成
一
六
年
―
一
月
ー
ニ
日
決
定

（
統
一
協
会
に
お
け
る
伝
道
の
手
口
の
違
法
性
）

元
信
者
原
告
五
一
名
中
第
一
グ
ル
ー
プ
七
名
に
つ
い
て
、
統
一
協
会
の
伝
道
方
法
が
違
法
で
信
教
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
、
献

身
者
と
し
て
過
酷
な
生
活
を
長
期
間
強
い
ら
れ
た
と
い
う
訴
え
を
認
め
、
統
一
協
会
に
法
人
と
し
て
の
不
法
行
為
責
任
が
あ
る

と
し
て
合
計
一
五
三
八
万
八
0
0
0円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

⑫
新
潟
地
方
裁
判
所
平
成
一
六
年
二
月
二
七
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
一
八
年
一
月
三
一
日
判
決
、
最
高
裁
判
所
平

成

一

八

年

六

月

八

日

決

定

．

こ
の
裁
判
の
元
信
者
原
告
中
第
ニ
グ
ル
ー
。
フ
の
九
名
に
つ
い
て
、
第
一
グ
ル
ー
。
フ
同
様
の
判
断
で
統
一
協
会
の
法
的
責
任
を

認
め
、
合
計
ニ
ニ
ニ
ニ
万
八
六
三
二
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

⑱
新
潟
地
方
裁
判
所
平
成
一
七
年
四
月
二
五
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
一
八
年
一

0
月
三
一
日
判
決
、
最
高
裁
判
所

平
成
一
九
年
三
月
二
三
日
決
定

同
じ
裁
判
の
元
信
者
原
告
の
残
り
三
五
名
の
第
三
グ
JV
ー
。
フ
全
員
に
つ
い
て
、
そ
の
主
張
を
認
め
、
統
一
協
会
信
者
に
よ
る

一
連
の
勧
誘
・
教
化
行
為
の
違
法
性
を
認
め
、
統
一
協
会
に
合
計
八
七

0
四
万
四
一
四
七
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

以
上
五
一
名
の
原
告
に
対
し
、
合
計
一
億
二
四
六
六
万
七
七
九
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
判
決
が
最
高
裁
で
三
度
に
わ
た
っ
て

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

15．
大
阪
高
裁
平
成
一
五
年
五
月
ニ
―
日
判
決
、
最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
一

0
月
一

0
日
決
定

（
統
一
協
会
に
お
け
る
伝
道
の
手
口
の
違
法
性
）

元
信
者
三
名
の
、
統
一
協
会
の
伝
道
方
法
が
違
法
で
信
仰
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
た
う
え
、
統
一
協
会
の
教
義
に
盲
従
さ
せ
、

過
酷
な
労
働
を
強
い
た
と
い
う
訴
え
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
合
計
七
一
五
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
元
信
者
の
請
求
を
棄

却
し
た
神
戸
地
裁
判
決
を
、
大
阪
高
裁
が
破
棄
し
た
逆
転
判
決
。
最
高
裁
決
定
で
高
裁
の
判
断
が
確
定
。

16
．
大
阪
地
方
裁
判
所
平
成
一
五
年
六
月
二
六
日
判
決

（
献
金
勧
誘
、
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

難
病
の
長
男
を
か
か
え
る
主
婦
三
五
歳
の
悩
み
に
つ
け
こ
ん
で
、
ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー
入
会
金
五
万
円
、
献
金
六
二

0
万
円
、

―二

0
0万
円
、
壺
一
六

0
万
円
、
多
宝
塔
五
四

0
万
円
の
一
部
払
八
一
万
円
等
の
被
害
を
被
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
合
計

六
三
七
一
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
大
阪
高
等
裁
判
所
で
、
七
九
六
三
万
七
五

0
0円
を
支
払
う
内
容
の
和
解
成
立
。
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17．
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
一
八
年
一

0
月
三
日
判
決
（
判
例
ク
イ
ム
ズ
―
二
五
九
号
二
七
一
頁
）
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
一
九

年
七
月
―
二
日
判
決
、
最
高
裁
判
所
平
成
二

0
年
二
月
二
二
日
決
定

（
献
金
勧
誘
及
び
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

夫
が
病
死
し
た
婦
人
に
対
し
て
、
一

0
年
間
以
上
に
わ
た
っ
て
統
一
協
会
信
者
ら
が
再
三
献
金
等
を
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
つ

二
億
七
六
二

0
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

い
て
そ
の
違
法
性
を
認
め
、
統
一
協
会
に
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
て
、

18
．
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
一
九
年
五
月
二
九
日
判
決
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
ー
ニ
六
一
号
ニ
一
五
頁
）

（
献
金
勧
誘
、
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

七
五
歳
の
壮
婦
が
原
告
。
統
一
協
会
の
教
義
そ
の
も
の
が
「
先
祖
の
悪
行
が
そ
の
子
孫
の
病
気
の
原
因
で
あ
り
、
こ
れ
を
免

れ
る
た
め
の
献
金
を
要
求
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
、
献
金
勧
誘
行
為
の
違
法
性
を
認
め
、
被
告
統
一
協
会
の
使
用
者
責
任

を
肯
定
し
た
。
献
金
、
及
び
統
一
協
会
の
関
連
会
社
に
よ
る
商
品
代
金
、
弁
護
士
費
用
及
び
慰
謝
料
の
合
計
金
額
と
し
て
計

四
四
三
八
万
二
七
六
三
円
を
認
容
。

ま
た
、
被
告
と
な
っ
た
統
一
協
会
の
関
連
会
社
に
つ
い
て
、
統
一
協
会
の
下
部
教
会
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
、
同
会
社
の
責

任
を
肯
定
し
た
。

東
京
高
等
裁
判
所
で
、

四
九
0
一
万
三
七
三
六
円
を
支
払
う
内
容
の
和
解
成
立
。

19．
東
京
地
方
裁
判
所
乎
成
二

0
年
一
月
一
五
日
判
決
（
判
例
ク
イ
ム
ズ
―
二
八
一
号
ニ
ニ
ニ
頁
）
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
二
〇

年
九
月
一

0
日
判
決

（
献
金
勧
誘
及
び
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

か
つ
て
信
者
だ
っ
た
女
性
が
夫
を
亡
く
し
た
後
に
再
度
被
告
統
一
協
会
に
関
わ
り
、
二

0
0三
年
か
ら
二

0
0五
年
の
間
、

五
輪
塔
、
天
運
石
、
聖
本
及
び
高
麗
人
参
濃
縮
茶
等
の
代
金
や
献
金
名
下
の
被
害
を
受
け
た
。
こ
の
原
告
女
性
は
、
被
告
統
一

協
会
の
信
者
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
教
義
の
説
明
や
相
談
等
に
よ
っ
て
発
生
し
増
幅
し
た
不
安
や
畏
怖
が
継
続
し
て
い
る
状
態

に
あ
る
か
ら
、
献
金
等
の
勧
誘
行
為
の
違
法
性
は
一
連
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
判
断
を
す
べ
き
で
あ
り
、
先
祖
の
因
縁
と
そ
の
因

縁
に
苦
し
ん
で
い
る
先
祖
の
霊
を
助
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
き
、
上
記
各
物
品
を
購
入
す
る
こ
と
や
多
額
の
献
金
を
す
る
こ

．
と
が
必
要
で
あ
る
と
信
じ
込
ま
せ
、
被
害
女
性
の
財
産
全
部
を
む
し
り
取
る
よ
う
な
形
で
の
高
額
な
物
品
等
を
購
入
さ
せ
た
り

献
金
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
金
銭
交
付
額

が
少
額
で
あ
っ
た
も
の
を
除
い
て
、
先
祖
解
怨
献
金
等
の
献
金
勧
誘
行
為
や
五
輪
塔
、
天
運
石
、
聖
本
及
び
高
麗
人
参
濃
縮
茶

の
物
品
販
売
行
為
等
の
違
法
性
を
認
定
し
、
被
告
統
一
協
会
に
ニ
―
九

0
万
円
の
支
払
義
務
を
認
め
た
。

20
．
墨
尽
地
方
裁
判
所
平
成
ニ
―
年
―
二
月
二
四
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
二
1

一
年
八
月
四
日
判
決

（
献
金
勧
誘
及
び
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

一
九
八
九
年
に
正
体
を
隠
し
て
統
一
協
会
に
勧
誘
さ
れ
た
東
京
都
在
住
の
女
性
（
当
時
五
二
歳
）
が
原
告
。
判
決
は
、
統
一
協

会
信
者
ら
が
、
原
告
に
対
し
、
・
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
し
て
売
却
代
金
を
献
金
し
な
け
れ
ば
色
情
因
縁
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
と
不
安
を
あ
お
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却
さ
せ
た
行
為
や
、
先
祖
因
縁
の
恐
怖
を
強
調
す
る
な
ど
し
て
所
有
の
株
式

を
売
却
さ
せ
て
五
1

―1
0
0万
円
以
上
の
献
金
を
さ
せ
た
事
実
な
ど
を
認
定
し
、
い
ず
れ
の
行
為
も
、
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を

逸
脱
す
る
違
法
な
行
為
と
認
め
、
統
一
協
会
の
使
用
者
責
任
を
肯
定
し
た
。

地
裁
判
決
の
認
容
額
は
合
計
九
五
六
七
万
四
一

0
0円
で
あ
っ
た
が
、
高
裁
判
決
は
さ
ら
に
詳
細
に
被
害
事
実
を
認
定
し
、
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24．
①
札
幌
地
方
裁
判
所
平
成
1

一
四
年
三
月
二
九
日
判
決

合
計
一
億
五
一
三
一
万

0
二
三
五
円
の
支
払
を
命
じ
た
。

21．
福
岡
地
方
裁
判
所
平
成
二
二
年
三
月
―
一
日
判
決
、
福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
二
三
年
一
月
ニ
―
日
判
決
（
確
定
）

（
物
品
販
売
及
び
献
金
勧
誘
行
為
の
違
法
性
）

一
九
八
七
年
自
宅
を
訪
れ
た
女
性
信
者
か
ら
因
縁
ト
ー
ク
で
印
鑑
を
購
入
し
た
当
時
五
三
歳
の
未
亡
人
が
、
そ
の
後
の
物
品

販
売
で
約
五

0
0
0万
円
を
支
払
い
、
そ
の
後
二

0
年
間
に
及
ぶ
信
者
生
活
の
中
で
約
七

0
0
0万
円
の
献
金
を
さ
せ
ら
れ
た

と
し
て
、
合
計
約
一
億
二

0
0
0万
円
の
賠
償
を
求
め
二

0
0七
年
一
月
提
訴
。

一
連
の
金
員
拠
出
の
動
機
が
、
夫
の
若
死
が
先
祖
因
縁
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
信
じ
、
何
と
し
て
で
も
こ
の
因
縁
が
子
f

ら
に
及
ぶ
こ
と
を
避
け
た
い
と
の
一
念
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
定
し
、
内
約
一
億
円
の
拠
出
に
つ
い
て
、
教
会
長
や
婦
人
部
長

ら
が
こ
の
不
安
を
煽
っ
た
り
、
暗
に
害
悪
の
告
知
を
し
た
と
し
て
そ
の
不
法
行
為
を
認
め
、
信
徒
会
は
統
一
協
会
と
実
質
的

に
同
一
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
使
用
者
責
任
も
認
め
、
統
一
協
会
に
二

0
0万
円
の
慰
謝
料
、
弁
護
士
費
用
を
含
む
合
計

一
億
一

0
0
0万
円
の
支
払
を
命
じ
た
。

高
裁
判
決
は
、
一
審
判
決
に
三
八
五
万
円
の
献
金
に
つ
い
て
不
法
行
為
の
追
加
容
認
を
し
た
。
双
方
上
告
せ
ず
確
定
し
た
。

22
．
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
二
二
年
―
二
月
一
五
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
二
三
年
―
一
月
一
六
日
判
決

（
献
金
勧
誘
及
び
物
品
販
売
行
為
の
違
法
性
）

一
九
九
六
年
に
正
体
を
隠
し
て
統
一
協
会
に
勧
誘
さ
れ
た
神
奈
川
県
在
住
の
女
性
（
当
時
四
五
歳
）
と
そ
の
夫
、
お
よ
び

一
九
九
四
年
に
勧
誘
さ
れ
た
秋
田
県
在
住
の
女
性
（
当
時
三
六
歳
）
の
計
三
名
が
原
告
。
判
決
は
、
女
性
二
人
に
対
す
る
教
会
側

の
勧
誘
行
為
の
一
部
に
つ
い
て
、
不
安
感
を
煽
る
な
ど
し
て
自
由
な
意
思
決
定
を
制
約
し
た
状
態
で
献
金
さ
せ
る
違
法
行
為
と

し
て
、
統
一
協
会
と
信
者
一
人
の
責
任
を
認
め
、
損
害
賠
償
約
五
九
0
0万
円
の
請
求
に
対
し
約
三
三

0
0万
円
の
支
払
い
を

命
じ
た
。

高
裁
判
決
は
、
一
審
判
決
に
加
え
て
霊
の
親
へ
の
貸
金
や
ホ
ー
ム
費
な
ど
の
損
害
に
つ
い
て
も
不
法
行
為
だ
と
し
て
合
計
約

七
一

0
0万
円
の
支
払
を
命
じ
た
。
双
方
上
告
せ
ず
確
定
し
た
。

23．
福
岡
地
方
裁
判
所
平
成
二
三
年
二
月
二
八
日
判
決
、
福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
二
四
年
三
月
一
六
日
判
決
（
確
定
）

（
親
族
の
資
金
を
含
む
献
金
勧
誘
の
違
法
性
）

二
0
0
0年
四
月
高
齢
の
資
産
家
の
養
母
が
心
臓
手
術
の
為
に
入
院
中
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
亡
養
父
の
姪
（
沖
縄
教
区
の

信
者
）
が
沖
縄
教
区
の
幹
部
と
共
に
病
院
前
の
ホ
テ
JV
に
結
集
し
、
原
告
（
当
時
四
0
歳
代
の
養
女
）
に
対
し
、
「
養
母
は
先
祖
因

縁
の
為
に
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
」
「
養
母
の
因
縁
は
重
い
の
で
聖
本
一

0
冊
を
家
に
入
れ
な
け
れ
ば
養
母
の
命
は
助
か
ら

な
い
」
等
と
述
べ
て
、
①
一
気
に
養
母
名
義
の
預
金
か
ら
三
億
円
を
献
金
さ
せ
、
②
さ
ら
に
、
四
年
間
に
わ
た
り
、
合
計
約

六
五

0
0万
円
、
③
五
年
後
に
約
七

0
0
0万
円
を
献
金
さ
せ
た
と
し
て
、
約
四
億
九
0
0
0万
円
の
賠
償
を
求
め
二

0
0七

年
三
月
提
訴
。

一
審
は
「
娘
が
ウ
ツ
に
な
る
」
等
の
著
し
い
因
縁
ト
ー
ク
が
そ
の
ま
ま
速
記
さ
れ
た
メ
モ
で
立
証
で
き
た
③
の
献
金
な
ど

八
一
六

0
万
円
に
つ
い
て
だ
け
認
容
し
、
そ
の
他
の
請
求
を
棄
却
。

控
訴
審
で
は
①
と
③
な
ど
合
計
約
三
億
九
0
0
0万
（
慰
謝
料
八
0
0
万
、
弁
護
費
用
一
八
0
0
万
を
含
む
）
を
認
容
す
る
原
告
側

の
逆
転
勝
訴
。
双
方
上
告
せ
ず
確
定
。
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(
-
0番
を
引
継
ぎ
、
伝
道
・
教
化
活
動
の
遮
法
性
を
問
う
札
幌
育
春
を
返
せ
訴
訟
第
二
陣
二
次
訴
訟
へ
の
判
決
）
·
l
R
@
!
!

者
二1
一
~
心
名
I

（
そ
の
他
一

名
）
、
近
親
者
友
人
原
告
二
三
名
、
合
計
六
三
名
の
原
告
に
総
額
約
二
億
九

0
0
0万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

a

統
一
協
会
の
伝
道
・
教
化
活
動
そ
の
も
の
が
不
法
行
為
で
あ
る
と
認
め
た
。
伝
道
・
教
化
活
動
が
不
法
行
為
と
な
る
基

準
と
し
て
、
①
宗
教
性
の
秘
匿
②
特
異
な
宗
教
的
実
践
内
容
の
秘
匿
⑧
親
な
ど
と
の
絶
縁
④
不
安
と
恐
怖
に
よ
る
行
き
過
ぎ
た

献
金
と
い
う
、
他
の
宗
教
団
体
に
も
適
用
で
き
る
基
準
を
定
立
し
た
。

信
徒
会
と
は
統
一
協
会
の
組
織
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
、
統
一
協
会
の
責
任
を
正
面
か
ら
認
め
た
。

脱
会
ま
で
の
献
金
、
物
品
購
入
、
研
修
費
に
つ
い
て
、
伝
道
・
教
化
活
動
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
と
認
め
た
。

近
親
者
の
物
品
購
入
の
被
害
の
う
ち
、
信
者
の
た
め
に
購
入
し
た
も
の
を
損
害
と
認
め
た
。

精
神
的
・
肉
体
的
苦
痛
に
つ
い
て
慰
謝
料
を
認
め
た
。
詳
細
な
基
準
を
設
け
、
最
高
額
は
七
七
一
万
円
。

⑳
札
幌
高
等
裁
判
所
平
成
二
五
年
―

Q
月
三
一
日
判
決
（
双
方
上
告
ぜ
す
確
定
）

元
信
者
三
九
名
と
布
教
課
程
の
者
一
名
、
近
親
者
友
人
等
一
六
名
、
合
計
五
六
名
の
う
ち
三
七
名
の
元
信
者
に
つ
い
て
統
一

協
会
の
控
訴
棄
却
。
他
は
原
判
決
破
棄
、
元
信
者
ら
の
請
求
棄
却
。
双
方
上
告
せ
ず
確
定
。

a

統
一
協
会
の
布
教
・
教
化
課
程
が
被
勧
誘
者
に
対
す
る
違
法
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
違
法
性
の
判
断
基
準
は

一
審
判
決
の
基
準
を
取
り
消
し
て
、
手
段
が
宗
教
団
体
で
あ
る
こ
と
を
殊
更
に
秘
し
て
勧
誘
し
、
い
た
ず
ら
に
害
悪
を
告
知
し

て
相
手
方
の
不
安
を
あ
お
り
困
惑
さ
せ
る
な
ど
、
相
手
方
の
自
由
意
思
を
制
約
す
る
不
当
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
目
的
が
利
益

獲
得
等
不
当
な
場
合
、
結
果
が
相
手
方
の
財
産
に
比
し
て
不
当
に
高
額
な
財
産
の
出
捐
を
さ
せ
る
場
合
と
い
う
基
準
に
変
更
さ

れ
た
。
し
か
し
、
布
教
・
教
化
課
程
の
事
実
認
定
は
、
一
審
判
決
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
の
で
、
違
法
性
の
判
断
基
準
は
、
論

理
的
に
は
一
審
判
決
ど
お
り
の
も
の
と
な
る
。

元
信
者
の
金
銭
の
拠
出
（
物
品
の
購
入
も
含
む
）
が
、
統
一
協
会
の
違
法
な
伝
道
・
教
化
活
動
と
相
当
因
果
関
係
に
あ
る
損
害

で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
書
証
が
な
く
と
も
月
例
献
金
、
礼
拝
献
金
を
含
む
す
べ
て
の
摂
理
献
金
を
損
害
と
認
め
た
。
布
教
・
教

化
に
関
す
る
支
出
も
す
べ
て
維
持
さ
れ
た
。

信
者
に
な
っ
た
後
に
信
者
が
購
入
し
た
定
着
経
済
の
被
害
も
損
害
で
あ
る
と
し
、
慰
藉
料
請
求
に
つ
い
て
も
、
認
め
ら
れ
る

根
拠
・
基
準
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
。
最
高
額
七
七
一
万
円
も
維
持
さ
れ
た
。

b

元
信
者
四

0
名
中
三
八
名
が
脱
会
通
知
後
三
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
の
提
訴
で
、
統
一
協
会
は
時
効
を
主
張
。
判
決
は

時
効
の
起
算
点
を
前
回
青
春
を
返
せ
訴
訟
の
判
決
確
定
の
日
と
し
た
が
、
前
回
訴
訟
に
証
人
と
し
て
出
廷
し
た
被
控
訴
人
二
名

と
陳
述
書
を
提
出
し
た
被
控
訴
人
一
名
に
つ
い
て
「
加
害
者
と
損
害
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
」
と
し

て
時
効
の
成
立
を
認
め
た
。

25‘

墨
尽
高
等
裁
判
所
平
成
二
七
年
三
月
二
六
日
判
決
（
上
告
棄
却
の
決
定
で
確
定
）

昭
和
五
八
年
か
ら
平
成
一
九
年
ま
で
二
四
年
間
、
夫
や
娘
ら
の
反
対
を
無
視
し
て
信
者
と
し
て
献
金
を
繰
り
返
し
た
元
信
者

女
性
の
献
金
等
の
被
害
二
三

0
0万
円
外
の
請
求
を
、
平
成
二
五
年
―
一
月
二
七
日
東
京
地
判
は
、
信
者
ら
の
行
為
は
違
法
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
高
裁
判
決
は
違
法
性
を
認
め
た
。
し
か
し
、
脱
会
し
て
三
年
以
上
経
過
し
た
提

訴
で
あ
り
、
時
効
と
し
て
請
求
棄
却
の
結
論
は
維
持
し
た
。

高
裁
判
決
は
次
の
判
断
を
示
し
た
。

「
被
控
訴
人
の
教
義
内
容
、
被
控
訴
人
の
関
係
者
の
伝
道
内
容
、
指
導
内
容
、
控
訴
人
の
心
情
、
自
分
の
先
祖
や
親
族
、
家
族
、

子
孫
を
救
い
た
い
と
い
う
強
い
願
望
、
思
い
詰
め
て
し
ま
う
性
格
、
控
訴
人
の
上
記
の
常
軌
を
逸
し
た
不
合
理
な
行
動
等
に
照

ら
せ
ば
、
被
控
訴
人
の
教
義
を
伝
道
し
、
指
導
す
る
関
係
者
が
控
訴
人
に
対
し
て
被
控
訴
人
の
教
義
内
容
を
伝
道
し
、
指
導
し

e
 
d
 
c
 
b
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一
審
原
告
に
対
し
、

た
行
為
は
、
控
訴
人
の
献
金
に
関
す
る
意
思
決
定
に
過
度
に
強
力
に
作
用
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

主
宰
者
そ
の
他
の
幹
部
に
は
予
見
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
」

（
中
略
）
上
記
の
と
お

り
控
訴
人
に
対
し
て
被
控
訴
人
の
教
義
を
伝
道
し
、
指
導
し
た
関
係
者
は
被
控
訴
人
の
教
義
の
世
界
に
控
訴
人
を
呪
縛
し
て
そ

の
意
思
決
定
と
行
動
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
社
会
通
念
上
相
当
な
範
囲
を
超
え
る
違
法
な
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
被
控
訴
人
の
信
者
の
中
に
控
訴
人
の
よ
う
な
心
情
、
感
受
性
、

救
済
願
望
が
強
く
、
思
い
詰
め
て
し
ま
ぅ
畠
の
も
の
が
い
て
、
喜
訴
人
の
教
義
内
容
、
被
控
訴
人
の
関
係
者
の
伝
道
内
容
、

指
導
内
容
が
過
度
に
強
力
に
作
用
し
、
前
後
の
見
境
も
な
く
金
融
機
関
か
ら
借
金
を
し
て
被
控
訴
人
に
献
金
す
る
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
は
他
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
て
ま
で
被
控
訴
人
に
献
金
す
る
に
至
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
は
、
被
控
訴
人
の
組
織
の

26．
札
幌
地
方
裁
判
所
平
成
二
六
年
三
月
二
四
日
判
決
、
札
幌
高
等
裁
判
所
平
成
二
七
年
一

0
月
一
六
日
判
決
（
双
方
上
告
せ
ず

喜地裁
は
違
法
な
勧
誘
で
入
信
さ
せ
ら
れ
、
精
神
的
苦
痛
と
経
済
的
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
元
信
者
三
人
に
合
計
約

三
八

0
0万
円
の
支
払
い
を
命
じ
、
高
裁
は
双
方
の
控
訴
を
棄
却
し
、
地
裁
の
結
論
が
確
定
。
地
裁
は
「
宗
教
だ
と
明
か
さ
な

い
伝
道
活
動
で
教
義
を
す
り
込
み
信
者
の
自
由
を
侵
害
し
た
」
と
し
、
高
裁
も
同
旨
の
判
断
を
示
し
た
。

27、
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
二
八
年
一
月
一
三
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
二
八
年
六
月
二
八
日
判
決
（
双
方
上
告
せ
ず
確

定）現
役
信
者
女
性
の
羹
（
平
成
二
三
年
一

0
月
離
婚
）
が
、
統
一
協
会
（
平
成
二
七
年
九
月
か
ら
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
喜
家
庭

連
合
と
改
称
）
に
対
し
、
婚
姻
期
間
中
、
妻
に
夫
の
意
思
に
反
し
て
夫
の
相
続
財
産
や
給
与
・
退
職
金
な
ど
を
献
金
さ
せ
こ
れ

を
受
領
し
た
こ
と
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
。
平
成
七
年
か
ら
ニ
―
年
ま
で
の
一
四
八
項
目
の
被
害
主
張
の
う
ち
、
地
裁
は
約

三
四
三

0
万
円
、
高
裁
は
約
三
七
九

0
万
円
に
つ
い
て
、
統
一
協
会
の
組
織
的
不
法
行
為
を
認
め
た
。

地
裁
は
「
被
告
（
統
一
協
会
）
に
お
い
て
は
、
組
織
的
活
動
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
信
者
の
財
産
状
態
を
把
握
し
た
上
で
、
特
に

壮
婦
の
場
合
、
献
金
に
よ
っ
て
夫
を
救
い
、
夫
の
家
系
を
救
う
こ
と
こ
そ
が
信
者
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
し
て
、
夫
や
他
の

家
族
の
金
を
拠
出
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
、
夫
の
財
産
を
夫
の
意
思
に
反
し
て
内
緒
で
献
金
す
る
等
の
名
目
で
交
付
さ
せ
て
い

た
」
と
し
、
「
被
告
に
お
い
て
は
、
組
織
的
活
動
と
し
て
、
信
者
の
財
産
状
態
を
把
握
し
た
上
で
、
壮
婦
に
対
し
て
は
．．． 
夫
の

財
産
を
夫
の
意
思
に
反
し
て
献
金
す
る
等
の
名
目
で
交
付
さ
せ
て
お
り
・
・
・
組
織
的
な
不
法
行
為
と
し
て
原
告
に
対
す
る
損
害
賠

償
責
任
を
負
う
」
と
認
定
し
た
。

ま
た
、
高
裁
は
原
告
男
性
の
離
婚
に
つ
い
て
「
長
年
に
わ
た
り
合
計
六
0
0
0万
円
余
り
も
の
預
金
等
を
取
り
崩
し
て
費
消

し
た
こ
と
が
婚
姻
破
綻
の
有
力
な
原
因
の
一
っ
と
な
り
・
・
・
（
家
庭
連
合
は
）
婚
姻
破
綻
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
慰
謝
料
を

支
払
う
べ
ぎ
義
務
が
あ
る
」
と
認
定
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
一

0
0万
円
の
慰
謝
料
支
払
義
務
を
認
め
た
。

28
．
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
二
九
年
二
月
六
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
平
成
二
九
年
―
二
月
二
六
日
判
決
（
双
方
上
告
せ
ず
確

定）二
0
0
一
年
、
統
一
協
会
の
正
体
隠
の
伝
道
を
受
け
た
後
、
献
身
さ
せ
ら
れ
、
脱
会
ま
で
の
間
に
献
金
や
物
口
謳
胆
入
、
受
講

料
等
の
金
銭
的
損
害
だ
け
で
も
―

1
0
0万
円
以
上
の
損
害
を
被
っ
た
女
性
（
脱
会
当
時
三
六
歳
）
が
原
告
。
統
一
協
会
及
び
国

を
被
告
と
し
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
地
裁
判
決
は
、
統
一
協
会
に
対
し
て
一

0
二
0
万
二
三
五

0
円
の
支
払
を
命
じ
た
も
の
の
、

国
に
対
す
る
請
求
は
棄
却
し
た
。

高
裁
判
決
は
、
「
一
審
被
告
家
庭
連
合
は
、

一
審
被
告
家
庭
連
合
の
教
義
を
伝
道
し
、
そ
の
信
者
と
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な
る
よ
う
教
化
育
成
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
審
被
告
家
庭
連
合
へ
の
引
き
込
み
が
成
功
す
る
よ
う
に
意
図
し
て
こ
れ

を
知
ら
せ
ず
、
か
つ
、
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
審
被
告
家
庭
連
合
又
は
そ
の
信

者
ら
は
警
戒
心
を
抱
か
れ
な
い
よ
う
に
し
た
上
で
、
個
人
情
報
を
詳
細
に
聞
き
出
し
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
一
審
原
告
の
懸
念

を
指
摘
し
、
さ
ら
に
先
祖
の
因
縁
等
の
話
を
し
て
不
安
を
あ
お
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
も
合
わ
せ
考
慮
す
る
と
、
主
証
に
よ
り

統
一
協
会
で
あ
る
こ
と
等
を
伝
え
た
平
成
一
六
年
四
月
ま
で
の
勧
誘
、
教
化
は
社
会
的
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
明
ら
か

に
逸
脱
す
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
（
る
）
」
と
判
断
し
た
う
え
で
、
民
法
七
一
五
条
（
使
用
者
黄
任
）
だ
け
で
な
く
七

0
九

条
（
組
織
の
不
法
行
為
責
任
）
に
よ
り
統
一
協
会
が
一
審
原
告
に
対
し
て
賠
償
責
任
を
負
う
と
し
た
。
ま
た
、
同
高
裁
判
決
で
は
、

原
告
が
合
同
結
婚
式
に
参
加
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
違
法
性
及
び
慰
謝
料
請
求
を
認
め
、
合
計
―
一
六
四
万
四
三
五

0
円
の

璽
苓
認
容
し
た
。
も
っ
と
も
、
国
に
対
す
る
請
求
（
控
訴
）
は
棄
却
し
た
。

29．
東
京
地
方
裁
判
所
令
和
二
年
二
月
二
八
日
判
決
東
京
高
等
裁
判
所
令
和
二
年
―
二
月
三
日
判
決
（
統
一
協
会
の
控
訴
棄
却
）
、

最
高
裁
判
所
令
和
三
年
九
月
二
八
日
決
定
（
統
一
協
会
の
上
告
、
上
告
受
理
申
立
棄
却
）

夫
と
一
人
息
子
に
先
立
た
れ
た
原
告
（
当
時
五
七
歳
）
に
対
し
、
信
者
ら
は
夫
や
息
子
が
地
獄
で
苦
し
ん
で
い
る
な
ど
と
、
こ

と
さ
ら
に
不
安
を
あ
お
り
、
献
金
等
の
名
目
で
不
当
に
多
額
を
支
払
わ
せ
た
。

原
告
は
被
害
の
う
ち
天
聖
経
と
平
和
経
の
献
金
一
四

0
万
円
と
ビ
ー
ス
。
ハ
レ
ス
建
設
の
た
め
の
献
金
六
三
万
円
の
二

0
三
万

円
を
被
告
側
か
ら
返
金
を
受
け
る
に
際
し
、
「
今
後
名
目
の
如
何
を
問
わ
ず
何
ら
の
請
求
も
し
な
い
」
と
の
合
意
書
を
取
り
交

わ
し
た
。

判
決
は
こ
の
合
意
書
の
清
算
条
項
を
無
効
と
判
断
す
る
に
つ
い
て
こ
う
認
定
し
た
。

本
件
清
算
条
項
は
、
原
告
に
お
い
て
そ
の
他
の
献
金
に
関
し
て
返
金
を
求
め
る
考
え
す
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
乗
じ
て
、
何
ら

の
説
明
も
な
し
に
原
告
に
そ
の
他
の
献
金
に
関
す
る
請
求
権
を
放
棄
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
献
金
の
金
額
が
少
な

く
と
も
三
六
二
万
円
（
被
告
家
庭
連
合
に
お
い
て
収
受
し
た
献
金
等
で
あ
る
受
講
料
l

八
万
円
、
先
祖
供
養
四
0
万
円
、
霊
肉
祝
福
等
三
0
四
万
円

の
合
計
額
）
に
上
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
被
告
信
者
ら
の
行
為
の
違
法
性
と
損
害
に
つ
い
て
こ
う
認
定
し
た
。

原
告
は
、
被
告
D
か
ら
甲
の
病
気
に
関
す
る
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
家
系
図
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
め
、
被
告
C
の
も
と
で
家

系
図
を
作
成
し
、
斎
藤
か
ら
丙
や
甲
の
不
幸
が
先
祖
の
因
縁
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
町
田
家
庭
教

会
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
更
に
、
町
田
家
庭
教
会
に
お
い
て
、
ビ
デ
オ
や
講
義
、
講
師
（
市
川
、
向
原
、
被
告
B
及
び
被
告
A
)
と

の
会
話
に
よ
っ
て
、
丙
や
甲
が
地
獄
で
苦
し
ん
で
い
る
と
の
不
安
や
恐
怖
心
を
あ
お
ら
れ
続
け
る
中
で
、
先
祖
供
養
や
祝
福
結

婚
式
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
献
金
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
被
告
家
庭
連
合
の
信
者
に
お
い
て
、
原
告
が
町
田
家
庭
教
会
に
通
う
に
当
た
り
原
告
に
受
講
料
（
合
計
一
八
万

円
）
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
や
、
原
告
に
先
祖
供
養
や
祝
福
結
婚
式
に
関
す
る
献
金
（
合
計
三
四
四
万
円
）
を
求
め
る
こ
と
は
、

社
会
的
に
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
行
為
と
し
て
違
法
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
原
告
は
、
祝
福
結
婚
式
を
す
る
の

に
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
や
む
な
く
清
平
に
渡
航
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
際
に
支
出
し
た
渡
航
費
用
（
三
七
万
円
）
や
、

霊
肉
祝
福
を
受
け
る
た
め
に
支
出
し
た
と
認
め
ら
れ
る
衣
装
代
（
三
万
円
）
、
指
輪
代
（
一
万
0
五
0
0
円
）
に
つ
い
て
も
、
損
害

と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

30
，
東
京
地
方
裁
判
所
令
和
三
年
三
月
二
六
日
判
決
、
東
京
高
等
裁
判
所
令
和
四
年
四
月
二
七
日
判
決

統
一
協
会
は
、

原
告
A
に
対
し
三
九
〇
一
万
円
＋
遅
延
損
害
金
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原
告
K
に
対
し
約
四
三
二
六
万
円
＋
遅
延
損
害
金

原
告
H
に
対
し
約
三
三
五
七
万
円
＋
遅
延
損
害
金

を
支
払
え
。

※
福
岡
地
方
裁
判
所
平
成
五
年
一

0
月
七
日
判
決
（
判
例
時
報
一
四
八
三
号
一

0
二
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
一
1

二
号
二
五
八

頁
）
、
福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
七
年
一

0
月
三
一
日
判
決
、
最
高
裁
判
所
平
成
八
年
四
月
二
五
日
判
決

（
合
同
結
婚
式
参
加
者
の
婚
姻
無
効
）

統
一
協
会
の
合
同
結
婚
式
後
に
入
籍
し
た
日
本
人
信
者
男
女
の
婚
姻
の
無
効
を
認
め
た
。
婚
姻
意
思
の
不
存
在
を
主
張
し
た

元
信
者
女
性
の
主
張
を
認
容
。
同
種
の
判
決
や
家
裁
の
審
判
例
は
全
国
で
す
で
に
五
0
件
を
超
え
る
。

〈
資
料
9〉

統

一

協

会

信

者

に

対

す

る

刑

事

手

続

事

例

（

二

0
一
三
年
一
月
三
一
日
時
点
）

ー
．
監
禁
致
死
外
＂
大
阪
地
方
裁
判
所

一
九
七

0
年
七
月
、
大
阪
府
茨
木
市
の
宿
泊
施
設
「
生
命
の
貯
蓄
ク
ラ
ブ
」
で
原
理
研
究
会
の
約
四
0
名
が
特
別
修
練
会
中
、

関
西
大
学
法
学
部
一
年
生
の

A
男
(
-
八
歳
）
が
発
狂
状
態
と
な
り
暴
れ
た
た
め
、
ス
ク
ッ
フ
の
信
者
ら
が

A
の
両
手
両
足
を

縛
り
押
さ
え
つ
け
て
監
禁
。

A
は
二
階
の
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
飛
び
出
し
転
落
し
た
が
、
手
当
を
せ
ず
放
置
し
て
死
去
さ
せ
た
。

こ
の
事
件
で
、
当
時
原
研
事
務
局
長
だ
っ
た
B
男
（
二
三
歳
）
外
が
保
護
責
任
遺
棄
致
死
等
で
書
類
送
検
さ
れ
、

B
男
だ
け
が

起
訴
さ
れ
、
執
行
猶
予
付
判
決
。
（
七
0
•
八
・
一
五
朝
日
夕
刊
、
七
一
・
ニ
・
ニ
六
塞
盃
新
聞
夕
刊
）

2

．
薬
事
法
違
反
~
一
九
七
七
年
一
月
七
日
鹿
児
島
簡
裁
判
決

C

女
（
昭
二
八
・
一0
生
）
、D
男
（
昭
二
七
•
四
生
）
、E
男
（
昭
二
四
・
ニ
生
）
、
F

女
（
昭
二
六
・
三
生
）
、
G
男
（
昭
二
四
·
-
0生
）

の
五
名
に
各
罰
金
三
万
円
。

H
男
（
昭
二
五
．
―
二
生
）
に
罰
金
五
万
円
。

讐
六
名
が
、
人
参
液
を
病
気
に
効
く
し
、
血
を
浄
化
す
る
な
ど
と
称
し
て
多
数
名
に
高
額
で
売
っ
た
。

被
告
人
六
名
は
、
い
ず
れ
も
鹿
児
島
市
内
の
高
麗
屋
寮
在
住
の
店
員
と
な
っ
て
い
る
。

3

．
薬
事
法
違
反
~
一
九
七
八
年
―
二
月
二
五
日
東
京
高
裁
判
決

株
式
会
社
青
心
の
従
業
員
ら
数
名
が
、
新
潟
県
下
で
高
麗
人
参
茶
二
三
箱
六
七
万
円
余
（
一
箱
二
万
九
五
0
0
円
）
を
高
血
圧

等
の
諸
病
に
効
く
と
し
て
売
っ
た
件
で
罰
金
。

4

．
窃
盗
~
一
九
七
九
年
八
月
宮
崎
県
都
城
簡
裁
判
決

七
月
一
三
日
A
M
、
ラ
ー
メ
ン
店
で
現
金
等
を
盗
ん
だ
件
と
、
七
月
一
八
日
A
M
、
民
家
の
茶
の
間
の
財
布
か
ら
現
金
を
盗

も
う
と
し
た
件
で
逮
捕
・
起
訴
（
昭
三
0
・
1
0生
れ
の
I
女
、
住
所
不
定
、
職
業
奉
仕
活
動
と
表
記
）
ー
マ
イ
ク
ロ
中
の
犯
行
か
？
判

決
結
果
不
明
。

5

．
薬
事
法
違
反
~
一
九
八
二
年
二
月
―
二
日
最
高
裁
判
決
（
山
口
地
裁
徳
山
支
部
、
広
島
高
裁
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
商
事
株
式
会
社
の
委
託
販
売
員
と
し
て
訪
問
販
売
し
て
い
た
J
が
、
人
参
濃
縮
液
を
高
血
圧
等
に
効
く
と
し
て

t’, 

. ・ 
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6
．
恐
喝
り
一
九
八
四
年
一
月
ご
一
日
青
森
地
裁
弘
前
支
部
判
決

信
者
K
男
（
昭
二
五
生
）
と

L
女
（
昭
三
0
生）、

M
男
（
昭
三
〇
．
七
生
）
の
三
名
が
懲
役
二
年
六
月
、
執
行
猶
予
五
年
の
有
罪

判
決
（
確
定
）
。

四
七
歳
の
女
性
を
悪
霊
の
た
め
不
幸
が
続
く
な
ど
と
申
し
向
け
て
ホ
テ
ル
に
連
れ
込
み
、
約
一

0
時
間
に
わ
た
っ
て
「
あ
な

た
が
堕
ろ
し
た
子
や
病
死
し
た
夫
が
成
仏
で
き
ず
苦
し
ん
で
い
る
」
な
ど
と
脅
し
て
―
二

0
0万
円
を
支
払
わ
せ
た
。

7

．
東
京
都
迷
わ
く
防
止
条
例
違
反
~
一
九
八
六
年
一1
一
月
一
日
東
京
簡
裁
略
式
命
令

罰
金
一
万
円

戸
別
訪
問
中
の
信
者
（
昭
三
九
・
八
生
溢
空
一
1
1
)

が
、
来
訪
を
断
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
家
人
を
無
視
し
て
、
執
拗
に
食
い
下

が
っ
て
玄
関
門
扉
に
足
を
は
さ
ん
で
入
ろ
う
と
し
た
。
永
福
堂
の
自
称
鑑
定
師
と
し
て
印
か
ん
等
を
売
っ
て
い
た
。

8
．
名
誉
棄
損
り
一
九
八
八
年
八
月
二
五
日
福
岡
簡
易
裁
判
所

N
男、

0
男
に
各
罰
金
二

0
万
円

霊
感
商
法
で
壺
・
多
宝
塔
な
ど
を
買
っ
て
喜
ん
で
い
る
者
の
団
体
と
称
す
る
霊
石
愛
好
会
の
福
岡
支
部
長
の

N
男
と
事
務
局

長
0
男
が
、
霊
感
商
法
被
害
救
済
福
岡
弁
護
団
所
属
の
弁
護
士
一
四
名
に
つ
い
て
「
被
害
救
済
と
い
う
美
名
に
隠
れ
た
悪
徳
弁

護
士
達
に
注
意
」
と
題
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
・
頒
布
し
た
行
為
が
名
誉
棄
損
罪
に
該
当
す
る
と
し
て
、
有
罪
と
さ
れ
た
。

9
．
業
務
上
過
失
致
死
傷
こ
九
八
八
年

l
0月
二

0
日
東
京
地
裁
判
決

一
九
八
七
年
一
月
一
八
日
午
前
0
時
一
五
分
頃
、
足
立
区
内
で

P
男
（
昭
三
六
．
六
生
・
ニ
五
）
の
注
意
怠
慢
に
よ
る
信
号
無
視

に
よ
り
、
交
差
点
事
故
。
女
―
―

10、
女
二
九
、
女
二
七
の
三
名
死
亡
、
女
二
六
、
女
二
四
の
二
名
重
傷
。
懲
役
二
年
の
実
刑
。

被
害
者
（
信
者
）
側
は
定
員
オ
ー
バ
ー
だ
っ
た
。

統
一
協
会
傘
下
の
「
販
社
」
で
あ
る
幸
運
堂
関
係
ス
タ
ッ
フ
信
者
ら
が
、
霊
場
か
ら
帰
る
途
中
の
事
故
。

1
0
‘業
務
上
過
失
致
死
傷
~
一
九
九0
年
七
月
二
九
日
神
戸
地
裁
判
決

運
転
担
当
信
者
（
男
・
ニ
ー
）
が
わ
き
見
運
転
を
し
た
ら
し
く
、
ワ
ゴ
ン
車
を
ガ
ー
ド
レ
ー
JV

に
衝
突
さ
せ
る
事
故
を
起
こ
し
、

ー
名
（
男
・
―
―
-
）
死
亡
、
六
名
（
二
0
・
男
な
ど
）
重
軽
傷
。

宝
塚
研
修
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
た
マ
イ
ク
ロ
の
事
故
。
現
行
犯
逮
捕
。
判
決
は
不
明
。

1
1．
業
務
上
過
失
致
死
~
一
九
九
一
年
一
月
二
五
日
名
古
屋
地
裁
豊
橋
支
部
判
決

禁
錮
一
年
の
実
刑
（
尾
鷲
事
件
）

一
九
八
八
年
―
二
月
―
二
日
、
マ
イ
ク
ロ
活
動
中
の
運
転
担
当
信
者
Q
男
（
昭
三
八
・
三
生
・
当
時
二
五
歳
）
が
、
過
労
の
た

め
仮
眠
状
態
と
な
っ
た
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
な
ど
に
激
突
し
、
二
五
女
、
二
三
女
の
二
名
死
亡
、
四
名
（
二
三
歳
、
二
五
歳
、

三
歳
、
二
三
歳
い
ず
れ
も
女
）
重
傷
。

認
暴
行
等
二
九
九
一
年
一
月
三
〇
且
尽
都
地
裁
判
決

R
（
昭
三
八
・
1
0
生
・
男
）
に
対
し
、
信
者
S
が
そ
の
実
父
ら
に
「
身
体
の
自
由
を
拘
束
さ
れ
、
そ
の
信
仰
の
放
棄
を
要
求
さ

売
っ
た
事
件
が
薬
事
法
違
反
で
有
罪
（
罰
金
）
。
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
所
収
）

忘
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れ
て
い
る
と
知
る
や
」
｀

R
は
他
の
信
者
と
と
も
に
、
信
者
S
の
家
屋
の
一
部
を
損
壊
し
て
侵
入
し
、
信
者
S
の
実
兄
に
暴
行

を
加
え
た
と
し
て
、
懲
役
三
月
、
執
行
猶
予
一
年
の
判
決
。

一
九
八
七
年
―
二
月
、
話
し
合
い
中
の
信
者
S
と
そ
の
家
族
の
い
る
住
居
に
無
理
に
押
し
か
け
乱
闘
を
引
き
お
こ
し
た
行
為

を
過
剰
防
衛
だ
と
し
た
。

13．
殺
人
"
-
九
九
三
年
四
月
一
九
日
（
判
決
等
不
明
）

合
同
結
婚
式
で
日
本
人
女
性
信
者
と
結
婚
し
て
愛
知
県
知
立
市
に
住
ん
で
い
た
フ
ィ
リ
ビ
ン
人
男
性
（
三
四
）
が
、
妻
（
三
五
）

を
自
宅
で
絞
殺
。
精
神
鑑
定
に
付
さ
れ
た
あ
と
の
結
果
は
不
明
。

1
4，
公
職
選
挙
法
逮
反
~
一
九
九
三
年
八
月

一
九
九
三
年
六
月
二
七
日
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
で
、
自
民
党
（
大
田
区
）
か
ら
立
候
補
し
た

T
氏
の
選
挙
運
動
に
関
わ
っ

た
統
一
協
会
・
国
際
勝
共
連
合
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
U
男
ら
が
逮
捕
さ
れ
、
戸
別
訪
問
の
選
挙
違
反
で
有
罪
と
な
っ
た
。

1
5．
暴
行
等
~
一
九
九
五
年
―
一
月
岡
山
地
裁
判
決

＞
男
（
二
八
歳
）
外
四
名
が
、
八
月
二
四
日
、
信
者
W
女
が
拉
致
監
禁
さ
れ
て
い
る
と
思
い
こ
み
、
別
の
信
者
X
女
ら
が
家

族
と
話
し
合
い
を
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
、
信
者
W
女
を
連
れ
戻
そ
う
と
バ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
押
し
か
け
暴
力
行
為
、
住

居
侵
入
。
五
人
逮
捕
、
三
人
罰
金
。
＞
男
の
み
起
訴
さ
れ
犯
行
を
認
め
た
（
判
決
結
果
不
明
）
。
＞
男
の
仲
間
の
信
者
が

y
牧
師

を
尾
行
し
て
、

Y
牧
師
が
X
ら
が
滞
在
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
る
の
を
見
て
、

W
ら
が
い
る
と
誤
認
し
た
こ
と
か
ら
発
生
し
た

事
件
。

16．
殺
人
"
-
九
九
六
年
三
月
一
五
日
（
判
決
等
不
明
）

合
同
結
婚
式
で
日
本
人
女
性
信
者
と
結
婚
し
て
日
本
で
同
居
し
三
人
の
子
が
い
る
韓
国
人
男
性
（
三
一
1

一
歳
）
が
、
妻
の
母

（
五
七
歳
）
を
福
島
県
郡
山
市
内
で
刺
殺
。
子
供
を
連
れ
て
帰
国
し
た
い
と
す
る
男
性
と
日
本
人
女
性
家
族
の
対
立
が
あ
っ
た

と
報
道
さ
れ
た
。

17．
窃
盗
り
二

0
0三
年
―
二
月
一
九
日
富
山
地
裁
判
決

懲
役
三
年
、
執
行
猶
予
五
年

N

（
韓
国
籍
·
男
•
三
八
歳
）
は
、
一
九
九
三
年
頃
来
日
、
沖
縄
な
ど
で
支
部
長
ま
で
し
た
が
、
運
営
や
人
事
に
不
満
を
も
ち
、

統
一
協
会
関
係
の
全
国
九
ケ
所
で
バ
ー
ル
、
ハ
ン
マ
ー
な
ど
で
現
金
や
書
類
、
物
品
等
被
害
額
一
八

0
0万
円
相
当
を
盗
ん
だ
。

1
8
．
罪
名
不
明
（
お
そ
ら
く
特
商
法
違
反
）
こ
一

0
0七
年
一
月
二
二
日

岩
手
県
警
、
盛
岡
市
内
で
強
制
捜
査
。

直
ち
に
被
害
回
復
し
た
た
め
逮
捕
ま
で
な
ら
ず
終
了
。

19．
特
商
法
違
反
こ
一

0
0七
（
平
成
一
九
）
年
一

0
月
か
ら
―
二
月

沖
縄
の
「
天
守
堂
」
の
従
業
員
二
名
が
一

0
月
二
五
日
、
店
主
と
従
業
員
二
名
が
一
―
月
二
二
日
、
代
表
者
A
男
が
―
二
月

五
日
に
、
い
ず
れ
も
特
定
商
取
引
法
違
反
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
後
に
逮
捕
さ
れ
た
三
名
が
―
二
月
一
四
日
と
―
二
月
二
五
日

に
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
印
か
ん
販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
、
ビ
ラ
を
配
布
し
て
来
店
し
た
客
に
「
家
庭
運
が
悪
い
、
今
年
か
ら
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ヘ

来
年
に
か
け
て
す
ご
ぐ
悪
い
年
な
ん
で
す
。
特
別
な
印
か
ん
で
運
勢
は
上
が
っ
て
い
く
」
な
ど
と
長
時
間
、
執
拗
に
迫
っ
て
威

迫
し
て
困
惑
さ
せ
た
と
い
う
も
の
。

20
．
特
商
法
違
反
こ
一

0
0八
（
平
成
二
0
)
年
二
月
―
二
、
一
五
日

松
本
市
両
島
の
有
限
会
社
「
煽
健
舎
」
の
販
売
員
五
人
、

B
子
（
六
三
歳
）
、

C
子
（
四
五
歳
）
、

D
子
（
五
六
歳
）
、

E
子
（
五
二

歳
）
ら
が
特
定
商
取
引
法
違
反

(
0
六
年
八
月
か
ら
0
七
年
三
月
の
間
、
客
の
不
安
を
あ
お
っ
て
悪
い
運
気
を
良
く
す
る
た
め
な
ど
と
し
て
高
額

の
印
か
ん
等
を
四
人
に
売
っ
た
）
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

21
．
薬
事
法
違
反
こ
一

0
0八
（
平
成
二
0
)
年
二
月
一
七
日

さ
い
た
ま
市
の
株
式
会
社
ア
イ
ジ
ェ
イ
ヘ
JV
シ
ー
フ
ー
ズ
に
、
人
参
濃
縮
液
販
売
に
つ
い
て
薬
事
法
違
反
の
容
疑
で
家
宅
捜

索
が
行
わ
れ
た
。

22
．
住
居
侵
入
こ
一

0
0八
（
平
成
二
0
)
年
二
月
一
八
日

統
一
協
会
が
訪
問
販
売
に
よ
る
募
金
活
動
に
よ
る
資
金
集
め
を
行
う
ダ
ミ
ー
の
団
体
で
あ
る

S
H
I
N
Z
E
N
（
し
ん
ぜ
ん

会
）
の
事
務
所
に
、
信
者
の
男
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
居
侵
入
し
た
容
疑
で
家
宅
捜
索
が
行
わ
れ
、
容
疑
者
（
二
三
歳
・
男
）
は
罰

金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

23．
薬
事
法
違
反
こ
一

0
0八
（
平
成
二
0
)
年
九
月
1

一
六
日

大
阪
府
の
有
限
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
社
長
F
男
（
三
七
歳
）
と
妻
G
女
（
韓
国
人
・
三
六
歳
）
、

H
女
（
四
八
歳
）

の
三
名
が
、
「
絶
対
に
が
ん
が
治
る
」
な
ど
と
効
能
を
う
た
っ
て
高
麗
人
参
茶
を
販
売
し
た
と
し
て
薬
事
法
違
反
の
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
た
。
同
日
統
一
協
会
貝
塚
教
会
な
ど
に
も
強
制
捜
査
が
な
さ
れ
た
。
会
社
と

F
男
が
一

0
0万
円
、
他
の
二
人
が

七
0
万
円
の
罰
金
刑
と
な
っ
た
。

24．
特
商
法
違
反
＂
二

0
0八
（
平
成
1

1

0

)

年
―
一
月
ー
ニ

0
0九
（
平
成
ニ
―
)
年
三
月

い
新
潟
市
の
株
式
会
社
「
北
玄
（
ほ
く
げ
ん
、
旧
ケ
ン
コ
ー
）
」
社
長
I
男
（
五
0
歳
）
と
従
業
員
二
人
J
女
（
四
七
歳
）
、

K

子
（
五
一
歳
）
が
、
「
不
幸
が
来
る
」
な
ど
と
執
拗
に
述
べ
て
水
晶
の
購
入
契
約
を
結
ば
せ
た
と
し
て
特
定
商
取
引
法
違
反
（
威

迫
．
困
惑
、
不
備
書
面
の
交
付
）
の
容
疑
で
、
二

0
0
八
年
―
一
月
二
七
日
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
名
は
、
同
年
―
二
月
一
七

日
、
二
人
が
五

0
万
円
、
一
人
が
四
0
万
円
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
新
潟
商
裁
で
認
め
ら
れ
た
内
容
は
、
同
年
六
月
二
〇

日
、
女
性
客
（
七
七
歳
）
に
約
三
時
間
半
に
わ
た
っ
て
装
飾
品
の
購
入
を
執
拗
に
迫
っ
た
件
と
、
同
年
一

0
月
一
五
日
、
女
性

客
（
六
七
歳
）
を
家
庭
連
が
な
い
な
ど
と
脅
し
て
数
珠
の
購
入
を
迫
っ
た
と
い
う
も
の
。

②

翌

二

0
0九
年
二
月
四
日
に
も
「
北
玄
」
の
販
売
担
当
者
L
子
（
五
六
歳
）
と

M
子
（
五
四
歳
）
が
同
種
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
、
三
月
一
七
日
、
い
ず
れ
も
四

0
万
円
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
両
名
は
、
「
あ
な
た
の
運
勢
は
強
い
が
、
家
相
は
前
の

所
有
者
の
影
響
で
気
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
今
の
ま
ま
で
は
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
夫
も
健
康
を
害
し
て
会
社
を
続

け
ら
れ
な
く
な
り
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
等
と
脅
か
し
て
水
晶
玉
の
購
入
を
迫
っ
た
と
い
う
も
の
。

25．
特
商
法
違
反
こ
一

0
0
八
（
平
成
二
0
)
年
―
二
月
ー
ニ

0
0九
年
五
月

福
岡
市
の
有
限
会
社
サ
ン
ジ
ャ
ス
ト
福
岡
（
代
表
取
締
役
N
男
、
旧
幸
運
堂
）
が
、
二

0
0八
年
―
二
月
一
八
日
、
「
先
祖
の
霊

が
あ
な
た
の
人
生
を
悪
く
し
て
い
る
」
「
購
入
し
な
け
れ
ば
地
獄
に
落
ち
る
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
っ
て
、
水
晶
の
玉
や
彫
刻
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な
ど
六
0
0
万
円
以
上
の
商
品
を
買
わ
せ
た
と
し
て
特
商
法
違
反
（
威
迫
．
困
惑
）
容
疑
で
家
宅
捜
索
を
受
け
た
。
二

0
0九
年

五
月
七
日
、

0
女
（
韓
国
人
・
六
一
歳
）
が
逮
捕
さ
れ
た
。
同
日
統
一
協
会
福
岡
中
央
教
会
な
ど
に
も
強
制
捜
査
が
さ
れ
た
。

O

女
と
サ
ン
ジ
ャ
ス
ト
福
岡
は
同
年
五
月
二
八
日
特
商
法
違
反
で
罰
金
五

0
万
円
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

26．
特
商
法
違
反
こ
一

0
0九
（
乎
咸
ニ
―
)
年
二
月
ー
―
一
月

切

二

0
0九
年
二
月
一

0
日
、
渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目
に
本
店
登
記
の
あ
る
霊
感
商
法
の
会
社
有
限
会
社
「
新
世
」
の
事
務

所
や
同
社
代
表
取
締
役
p
男
の
自
宅
な
ど
に
強
制
捜
査
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
六
月
二
日
、
統
一
協
会
渋
谷
教
会
等
に
、
六
月

―
―
日
に
同
じ
く
豪
徳
寺
教
会
等
に
強
制
捜
査
が
な
さ
れ
、
同
日
新
生
の
社
長
N
男
（
五
一
歳
）
、
営
業
部
長
Q
郎
（
四
0
歳
）
の

外
実
行
犯
の
女
性
五
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
七
月
一
日
、
実
行
犯
五
人
が
各
一

0
0万
円
の
罰
金
刑
を
課
さ
れ
、

P
男、

Q
郎
両

名
と
「
新
生
」
が
正
式
起
訴
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
こ
と
さ
ら
不
安
を
あ
お
っ
て
印
鑑
等
を
売
り
つ
け
た
特
定
商
取
引
法
違
反
。

③
刑
事
裁
判
は
同
年
九
月
一

0
日
i•• 

-
0月
五
日
、
一
三
日
、
二
ニ
日
、
二
七
日
に
公
判
が
あ
り
、
一
一
月
一

0
日
に
判

決
が
下
さ
れ
た
。
「
新
世
」
は
罰
金
八
0
0万
円
、
社
長
P
男
は
懲
役
二
年
罰
金
三

0
0万
円
、
営
業
部
長
Q
郎
は
懲
役
一
年

六
ヶ
月
罰
金
二

0
0万
円
、
二
人
は
共
に
執
行
猶
予
四
年
。
判
決
は
物
品
販
売
は
統
一
協
会
の
組
織
活
動
の
一
環
で
あ
る
と
認

定
し
た
。

27．
公
選
法
違
反
こ
一

0
0九
（
平
成
ニ
―
)
年
九
月
ー
―
二
月

衆
院
選
大
阪
二
区
で
当
選
し
た
民
主
党
の
甲
議
員
の
支
援
者
で
不
動
産
会
社
経
営
の
統
一
協
会
古
手
信
者
の
R
（
五
六
歳
）

容
疑
者
が
、
公
選
法
違
反
（
買
収
、
事
前
運
動
）
容
疑
で
九
月
五
日
に
逮
捕
さ
れ
、
九
月
二
五
日
に
再
逮
捕
さ
れ
た
。
逮
捕
容
疑

は
公
示
前
の
六
S
八
月
に
か
け
、
大
阪
市
内
で
女
性
運
動
員
ら
に
対
し
、
議
員
へ
の
投
票
を
電
話
で
呼
び
掛
け
る
活
動
の
報
酬

と
し
て
現
金
を
渡
し
た
疑
い
。
九
月
五
日
の
逮
捕
容
疑
は
同
月
二
五
日
に
起
訴
さ
れ
、
―
二
月
一
日
懲
役
一
年
六
ヶ
月
執
行
猶

予
五
年
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
甲
議
員
の
選
挙
運
動
に
つ
い
て
は
別
の
統
一
協
会
信
者
も
九
月
一
六
日
公
選
法
違
反
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
、
一

0
月
六
日
略
式
起
訴
さ
れ
罰
金
に
処
せ
ら
れ
た
。

28
．
特
商
法
違
反
こ
一

0
0九
（
平
成
ニ
―
)
年
九
月
l
-
0月

大
阪
府
の
株
式
会
社
共
栄
の
従
業
員
ら
S
男
（
六
八
歳
）
と
T
女
（
三
九
歳
）
、

U
女
（
四
九
歳
）
、

V
女
（
フ
ィ
リ
ビ
ン
人
・
四
九

歳
）
の
四
名
が
、
「
息
子
の
命
が
と
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
迫
り
印
鑑
な
ど
を
販
売
し
た
と
し
て
特
商
法
遮
反
（
威

迫
．
困
惑
）
の
容
疑
で
九
月
二
八
日
に
逮
捕
さ
れ
る
と
と
も
に
、
共
栄
本
社
の
外
統
一
協
会
吹
田
教
会
な
ど
が
強
制
捜
査
さ
れ

た
。
一

0
月
一
六
日
に
、
二
人
が
一

0
0万
円
、
他
の
二
人
が
七

0
万
円
の
賂
式
裁
判
に
よ
り
罰
金
刑
と
な
っ
た
。

29、
特
商
法
違
反
こ
一

0
0九
（
平
成
ニ
ー
）
年
一

0
月
ー
―
一
月

和
歌
山
県
の
販
売
会
社
「
エ
ム
・
ワ
ン
」
従
業
員
の

W
女
（
五
二
歳
）
と
X
女
（
七
一
歳
）
お
よ
び
店
長

y
女
（
四
五
歳
）
の
三

人
が
、
「
運
命
を
変
え
る
た
め
に
は
印
鑑
を
作
る
こ
と
」
な
ど
と
迫
り
印
鑑
を
購
入
さ
せ
た
と
し
て
特
商
法
違
反
（
威
迫
．
困
惑
）

の
容
疑
で
一

0
月
二

0
日
、
逮
捕
さ
れ
た
。
ま
た
同
日
「
エ
ム
・
ワ
ン
」
と
統
一
協
会
和
歌
山
教
会
な
ど
和
歌
山
市
内
六
か
所

の
家
宅
捜
索
を
受
け
た
。
―
一
月
九
日
「
エ
ム
・
ワ
ン
」
と
店
長
は
一

0
0万
円
、
鑑
定
士
役
（
説
得
）
の

W
女
は
七

0
万
円
、

販
売
員
の
X
女
は
五

0
万
円
の
各
罰
金
と
な
っ
た
。
．

30．
特
商
法
違
反
こ
一

0
1
0
C

平
成
二
二
）
年
一
月
、
二
月

い
大
分
県
警
は
、
二

0
0九
年
―
二
月
一
八
日
、
統
一
協
会
大
分
教
会
な
ど
を
強
制
捜
査
す
る
と
と
も
に
、

一
月
一
九
日
、
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大
分
天
一
堂
の
販
売
員
Z
（
五
一
歳
）
と
A
女
（
五
三
歳
）
の
信
者
夫
婦
二
人
を
逮
捕
。
「
先
祖
の
災
い
で
家
が
絶
え
る
。
印
鑑
を

作
れ
ぱ
守
ら
れ
る
」
な
ど
と
四
四
歳
の
女
性
や
五

0
歳
代
の
夫
婦
を
威
迫
．
困
惑
さ
せ
て
印
鑑
セ
ッ
ト
の
契
約
を
さ
せ
た
疑
い
。

両
名
は
二
月
―
一
日
付
で
各
五

0
万
円
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

②
同
県
警
は
一
月
一
九
日
、
別
件
で
由
布
市
の
四

0
歳
代
の
女
と
倉
敷
市
内
の
女
が
、
大
分
市
内
の
五
四
歳
の
女
性
に

「
奥
さ
ん
名
前
の
画
数
が
良
く
な
い
。
大
凶
で
す
ね
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
印
鑑
を
買
う
よ
う
迫
っ
た
疑
い
で
、
販
売
会

社
「
サ
ン
ハ
ー
ト
健
美
」
や
統
一
協
会
大
分
教
会
な
ど
六
ヶ
所
を
家
宅
捜
索
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
三
月
四
日
、
「
聖
和
」
の

元
販
売
員
B
女
（
五
七
歳
）
と
C
女
（
四
八
歳
）
の
信
者
二
名
が
逮
捕
勾
留
さ
れ
、
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

31．
特
商
法
違
反
こ
一

0
-
0
（
平
成
二
二
）
年
七
月
一
日

東
京
都
町
田
市
の
販
売
会
社
「
ボ
ラ
リ
ス
」
の
従
業
員
D
女
（
三
一
歳
）
を
、
特
商
法
違
反
で
逮
捕
し
た
。
夫
の
癌
再
発
で

不
安
に
か
ら
れ
た
女
性
に
対
し
て
、
「
先
祖
の
協
助
で
病
気
が
よ
く
な
る
。
鑑
定
を
し
て
あ
げ
る
。
」
と
告
げ
て
、
販
売
目
的
を

隠
し
た
ま
ま
店
舗
に
誘
い
四
0
万
円
の
念
珠
購
入
の
勧
誘
を
し
た
と
し
て
、
七
月
二
三
日
略
式
罰
金
と
な
っ
た
。

32．
詐
欺
お
よ
び
出
入
国
管
理
法
違
反
こ
一

0
-
0
（
平
成
二
二
）
年
八
月

熊
本
県
八
代
署
と
氷
川
署
は
八
月
二
六
日
、
健
康
保
険
証
を
不
正
使
用
し
た
と
し
て
、
詐
欺
の
疑
い
で
、

E
男
（
五
八
歳
）
、

F
女
（
五
八
歳
）
、

G
女
（
五
二
歳
）
を
逮
捕
し
た
。
三
人
の
逮
捕
容
疑
は
、
共
謀
し
て
二

0
0九
年
一
月
E
男
容
疑
者
が
両
足

を
骨
折
し
た
際
、

F
女
容
疑
者
が
八
代
市
内
の
病
院
に
同
行
し
、

G
女
容
疑
者
の
国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
二

0
1
0年

四
月
ま
で
に
入
院
、
手
術
、
治
療
費
な
ど
の
自
己
負
担
分
を
除
く
約
九
八
万
円
の
支
払
い
を
免
れ
た
疑
い
。

E
男
容
疑
者
は
、

一
九
九
九
年
に
入
国
後
、
在
留
期
限
後
も
二

0
-
0年
八
月
五
日
ま
で
不
法
滞
在
し
た
と
し
て
、
出
入
国
管
理
法
違
反
容
疑
で

逮
捕
・
起
訴
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

E
男
は
懲
役
三
年
、
執
行
猶
予
五
年
の
う
え
強
制
退
去
と
な
り
、

F
女、

G
女
は
懲
役

一
年
六
ヶ
月
、
執
行
猶
予
三
年
に
処
せ
ら
れ
た
。

33．
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
違
反
こ
一

0
―
一
（
平
成
二
三
）
年
二
月

警
視
庁
公
安
部
は
、
脱
会
し
た
信
者
に
付
き
ま
と
っ
た
と
し
て
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
違
反
容
疑
で
宇
佐
美
容
疑
者
（
四
1

1

歳
）
を
逮
捕
し
、
自
宅
を
家
宅
捜
査
し
た
。
同
容
疑
者
は
、
二

0
1
0年
六
月
か
ら
―
一
月
、
五
回
に
わ
た
っ
て
都
内
で
女
性

を
待
ち
伏
せ
し
た
疑
い
。
女
性
が
使
っ
て
い
た
車
に
は
、
宇
佐
美
容
疑
者
名
義
の
G
P
S
機
能
付
き
携
帯
電
話
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
た
。

雌
韓
国
忠
清
比
道
の
春
川
地
方
裁
判
所
り

110
一
三
年
一
月
二
九
日
判
決

腎
不
全
の
韓
国
人
の
夫
（
五
一
歳
）
を
一

0
年
間
世
話
し
て
き
た
日
本
人
妻
女
性
（
五
二
歳
）
が
生
活
苦
と
家
庭
内
暴
力
に
耐

え
き
れ
ず
、
タ
オ
ル
で
窒
息
さ
せ
て
殺
害
し
た
（
二
0
―
二
年
八
月
ニ
―
日
午
前
三
時
こ
ろ
）
。

七
年
の
求
刑
に
つ
い
て
懲
役
九
年
の
判
決
。
被
告
人
女
性
は
一
九
九
五
年
八
月
の
三
六
万
組
の
合
同
結
婚
式
で
被
害
者
の
夫

と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
て
韓
国
に
居
住
し
て
い
た
。
女
性
は
、
二
月
一
日
控
訴
を
取
り
下
げ
て
受
刑
。
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